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論文審査の結果の要旨	 
	 
本論文は、磁性体膜の金属状態において、電流および熱流によってスピン軌道相互作用を介して誘起されるスピント
ルクの特性を理論的に明らかにすることを目的としている。本テーマは磁化を電流で制御するスピントロニクスへの
応用上、近年、大変興味が持たれているが、他方、現実の物質のバンド構造で不純物散乱の効果まで考慮した場合の
スピン軌道トルクについては理論的な物理の理解が不十分な状況であった。本論文は、Rashba型スピン軌道相互作用
のある、電子ガス・モデルと、より現実的な強束縛近似モデルの２種類のモデルを用いて、不純物散乱によるカレン
ト・バーテックス補正を考慮したダイアグラム計算を行い、スピン軌道トルクの特性に関する理論結果を得ている。
それによって明らかになったことの一つは、電子ガス・モデルでは不純物散乱によるカレント・バーテックス補正が
結果を定性的に著しく変更させ、電子の緩和時間によらない無散逸な寄与が消失し、さらに散逸的寄与の磁化方向依
存性まで消失させるという点である。これに対して強束縛近似モデルでは、バーテックス補正によるこのような消失
は起こらず、スピントルクの定量的な変化を与えるだけである。この結果は、現実の系を理論的に解析する上で、設
定すべきモデルの条件について、重要な示唆を与えるものである。さらにまた、磁化の向きが磁性体膜の面内に平行
な場合には化学ポテンシャルをチューニングすることによって、スピントルクの無散逸部分が著しく増大することを
明らかにした。この現象の物理的起源はスピン軌道分裂した２つのバンドの縮退点（すなわちDirac	 coneの頂点）が
平行磁化との交換相互作用によってフェルミ面近傍に現れ、このDirac	 coneの特異な電子状態が無散逸スピントルク
の増大をもたらすことによるものである。また、この増大効果は特定のバンド構造に依存するものではなく、Rashba
スピン軌道分裂のあるバンドで普遍的に起こりえる現象であり、基礎物理としての重要性はもとより、将来のスピン
トロニクスへの応用上でも大変、興味深い結果である。以上のように本論文は、スピン軌道トルクのスピントロニク
スへの応用と、基礎物性の理論的理解という点において大変、重要なものであり、博士（理学）の学位論文として価
値のあるものと認める。	 
	 
	 	 
	 
	 
	 
	 
	 
